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圃
困
問
同
副
同
問
悶

ー
月
何
回
の
「
成
人
の
白
人
朝
日
町
で
は
2
2
8人
（
男

仲
間
入
り
を
し
ま
し
だ
。

4
1
0
9人
・
女
4
1
1
9人
）
の
皆
さ
ん
、
ガ
、
新
た
に
大
人
の

心
フ
月
は
成
人
式
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通

識
を
探
っ
て
み
た
い
と
患
い
ま
す
。

し
て
、
新
成
人
の
皆
さ
ん
の
将
来
像
や
朝
日
町
に
対
す
る
意

会
揖
は

き
さ
で
い
っ
ぱ
い

成
人
式
の
会
場
と
な
っ
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ホ

l
ル

「
ア
ゼ
リ
ア
」

に
は

1
8
0
人
（
明
白
人

・
女
何
人
）
が

山
山
し
ま
し
た
。
華
や
か
な
振
り
そ

で
迩
や
良
新
し
い
ス
l
ツ
に
身
を
包

ん
だ
か
新
成
人
。
の
皆
さ
ん
は
、
は

じ
け
る
よ
う
な
打
さ
で
い

っ
ぱ
い
。

「久
し
ぶ
り
や
ね
」「冗
気
ゃ
っ
た
？」

と
の
戸
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
問、
」え、

会
場
は
さ
な
が
ら
大
川
窓
会
の
様
相

と
な
リ
ま
し
た
。

午
山
川
問
時
か
ら
の
式
典
で
は
、
松

下
殺
さ
ん
と
長
弁
山
佳
子
さ
ん
に
よ

る
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
、

一人H
H
火
紀

さ
ん
と
小
川
似
希

P

ー
さ
ん
が
町
民
忠

訟
を
朗
読
。
魚
津
町
長
、
大
平
議
会

議
長
の
悦
怖
の
後
、
制
成
人
を
代
ぶ

し
て
水
品
作
也
さ
ん
が
「
郷
十
ャ
あ

さ
ひ
々
の
幻
世
紀
に
向
け
た
町
づ
く

り
と
発
展
の
た
め
に
、

ド川
が
の
れ
き

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
激
し
く
燃
や
し
続
け

て
い
き
ま
す
」
と
力
強
く
怒
い
の
J

泌
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
ビ

ン
ゴ

ゲ
l
ム
を
裂
し
ん
だ
汗
さ
ん
は

以
後
に
全
い
れ
そ
ろ

っ
て
記
念
搬
彩
。

大
人
と
自
党
と
希
望
に
満
ち
た
初
歳

の
郎
、
を
写
点
に
収
め
ま
し
た
。

若
者
は
町
づ
く
り
の

原

動

力

今
年
朝
日
町
で
成
人
を
迎
、
え
た
人

は
2
2
8
人
。
左
記
の
グ
ラ
フ
は
こ

、
｝
数
年
間
の
成
入
者
数
の
推
移
を
表

し
た
も
の
で
す
。
平
成
に
入

っ
て
何

年
2
5
0
人
前
後
の
成
入
者
が
新
た

に
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
後
は
山
川
本
か
ら
み
て、

成
入
者
の
数
は
だ
ん
だ
ん
減
少
し
て

い
く
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

パ
う
ま
で
も
な
く

J
めいれ
の
力。

は
町
の
発
出
に
は
必
要
不
可
欠
。
れ

世
紀
に
向
け
た
町
づ
く
り
の
原
動
力

と
し
て
、

大
き
る
則
符
が
冷
せ
ら
れ

ています。

次のページでは、成人式での

アンケートをもとに新成人の将

米の設計を撚ってみました。

仏） 成人者の推移
300 187 

官通 竺 .2! － ！！.~ 竺
一 m 

200 「一

100 

平成元年 21手 3年 4年 5年 6年 7年 8年

私払~
へγヲビ之＼

高瀬香織さん

-

・成人の日を迎えた感

想や、将来のこと、

町への提言などをお

聞きしました。

長井由佳子さん

今年の4月から社会人。

これからも自分らしく、少

しずつ成長していきたいで

すね。

朝日町はさびしく、暗い

イメージがあるので、若者

が集まる場所や、流行のも

のが売っているお店があれ

ばいいと思いますよ。

寺崎

現在は大学E年生。将来

のことはまだ考えていませ

んが、就職は東京になると

君、います。

成人の日を迎えたと言っ

ても心境の変化はないで‘す

ね。 20歳は通過点にし力、す

ぎません。ただ人間的には

大きくなりたいですね。

藤沢麻紀さん

成人の日を迎え、自分の

意見をしっかり持った大人

になりたいですね。

現在短大生。今年の就職

は超氷河期と言われ、とて

も厳しい状況でした。朝日

町といわず県内に企業が多

くあればと切実に感じまし

た。

来年就職なので、自分力、

何をしたいのか、どんな職

業が合っているのかを考え

ている最中です。

成人になった実感はあり

ませんが、今後は地域活動

に積極的に参加し、人との

つながりを大切にしていき

たいと患います。

将来は英語を生かしツア

ーコンダクターになりたい

と考えています。

最近、町にはショッピン

グセンターや体育舘もでき、

施設面では整ってきたと思

います。今後は自然を生か

した町づくりを進めてもら

いたいですね。

太さん

現在は大学生としての生

活者E満喫。将来は金融関係

の仕事に就ければと君、って

います。

大きな夢かもしれません

が、町に大学を誘致すれば、

若者が集まり、いずれは定

住してくるのでは・・・o

沢田

いよいよ大人の仲間入り。

今まで以上に自分の行動に

貰任を持たなければと誓い

ました。

町には企業誘致を含め若

者が働ける場所を増やして

いくことが大切。そのこと

が若者の定着につながると

思います。

-



あ
な
た
の
未
来
予
想
図

成
人
式
当
日
、
新
成
人
の
皆
さ
ん
に
記
入
ま
た
は
聞
き

取
り
で
ア
ン
ケ
ー
ト
（
回
答
数
刀
人
、
男
U
人
・
女
犯
人
）

を
行
い
ま
し
た
。

戸
ン
ケ
l
ト
の
質
問
は
自
分
た
ち
の
将
来
の
こ
と
。
就

職
や
結
婚
怠
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
で
、
ど
こ
に
住
み
、
何

を
し
て
い
る
の
か
を
想
像
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
後
の
朝
日
町
巳
対
す
る
希
望
に
つ
い
て
も
旬

い
ま
し
た
。

「i芝び ）

家族で遊びに行くとき、近くにどんな施設

があればよい？

i位凶I也るどのテーマパーク 51.4% 

オー トキャンプ場などのアウトドア施設 23.6% 

ショッ ピングiお 19.4% 

ファミリ ーレストラン 1.4% 

その他（映画館 ・公滋！など） 3.0% 

つ・ど－b
 

たIυ とるて

1
J
建

霊
勲

一

一

－入

一往
一
将

一一
・

（一京t~

・これからの朝日町に必要な施設は？

・あなたの職業は？

在王見

23人49）、

19人

草月日田7
29.2% 

県外
26.4% 

32人

県 内
44.4% 

21人0企業

。下水処理場

oテーマパーク

0公出｜

社会人

31.9% 

生

%

学

臼・ ·：~J cl llfTに往てると 主与えた；判合は~"Itが32 . 4% 、
[.(:fl：ヵ、25.7o,.oとなっています。

OJI央F田館0文化ホール

0大’7：などがありました。0 j品水ブール

・ ！W~よー とも 6 割以上の方がt学生とな っ ています。

自I外
42人

58.3% 

町外
37人
75.5% 

・合、どこに住んでいる？

朝日町
30人

41.7% 

朝日町
18人

78.3% 

朝日町
12人

24.5% 

全
体

""' 号L

生

社
会
人

21世紀の朝日町に

何を期待する？

聞いてください

20歳の意見

－
今
の
自
然
を
利
用
し
て
観
光
地
や

名
所
を
積
柑
的
に
活
か
し
て
ほ
し
い
。

－
刺
日
町
と
い
え
ば
。
こ
れ
H

う
も
の
を
も

っ
と
強
烈
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
。

－
川仲恨
み
や
公
制
を
も

っ
と
大
切
に

し
た
胞
設
を
挫
て
て

つ
の
川
凶

剛山
山
と
し
て
の
ま
と
ま
り
を
も
っ。

－
八
日
ゲ
紘
を
小
心
に
繁
相
術
を
作
れ

ば
作
行
が
半
訂
す
る
と
思
う
。

－
い
ず
れ
は
仰
け
川
に
川

っ
て
米
た

い
の
で
、
人
ー
の
ま
ま
の
れ
然
を
伐
こ

す
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
ほ
し
い

。

－
交
通
の
悦
を
ぬ
く
し
、
打
行
が
遊

べ
る
純
設
を
作

っ
て
ほ
し
い
。

－
U
お
が
お
び
そ
う
な
コ
ン
サ
ー
ト

や
イ
ベ
ン
ト
を
噌
や
す
。

－
白
然
が
い
つ
ま
で
も
残
る
別
で
あ

っ
て
ほ
し

い
。

ま昏ゑ吉と

・結婚したらどごに住む？

全
体

県外

25人
34. 7% 

県内
20人

27.8% 

朝日町
21人

37.5% 

・7：生のうち男性の9;llljjfrくが町外にft：んでいます

就 職

・5年後、どんな職業についている？
（現在、社会人の方にも予想してもらいました。）

その他3.0%
県外 ｜ 

I l人 ｜

32.3% I 
一一

草月日目7
9人

25. 7% 

... 

・ y~ ·lj_· i:a ：二大 き なjさいがみらil ま した。 1,cr1：の場介ti結婚

十II下に／川iされるためだと忠われます，

する

33.4% 

〆仏
ν

内
人
初

県

8

3qt 

朝日町
13人

41.9% 

外
人
%

県

川

刊

県内
12人

34.3% 

建設業
6.9% 

全
体

男 ｜ 人 I29. 7% 

女 I 3人 37.1%

緩 との｜司厄；を蛍まない紡＊とな

24人

男

70.3% 

. iぐIt：よリ し亨m，の ｝）が、

リまし た，

26人

66.7% 

女

・親との同居は？
しない

L一一一－48人
・その時、どこに住んでいる？

・男女問に大きな違いはなく 、はぱ問じjl:j'[ll1Jがみられました。

26／＇、

県外
36.1% 

21人

県内
29.2% 

朝日田7
34.7% 

25,A、

一
町
づ
く
り
巴
若
い
力
を

H
一

新
成
人

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
そ

し
て

「あ
な
た
の
未
来
予
想
図
」
と

屈
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力

い
た

だ
い
た
皆
さ
ん
、
本
企ー
に
あ
り
が
と

う
ご
さ
い
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
将
来
を
子
恕
し
て
む

ら
勺
た
A
F
川
の
ア
ン
ケ
ー
ト
。

人
のん
1

て
の
怠
けん
を
集
約
で
き
た
と

は
思

い
ま
せ
ん
が
、
作
ふ
れ
の
いぶ
川上山
な

れ
バ
持
ち
が
れ
以
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

本
仇
と
い
う
点
か
ら
み
る
と
、
山川

靴、

M
N
掛
の
川
は
3
訓
以
十
の
人
が

る
む
の
の

判
日
町
に
、
ー
み
た
い
と
希
川市
し
て

い

家
を
地
て
る
と
な
る
と

そ
の
判
へけ
は
3
川
を
切
っ
て
い
ま
す
。

一見たり・聞きた0・伝えたり一

とζトシ本音！

少
子
化
傾
向
が
進
む
中
、

着
、
若
者
が
魅
力
を
感
じ
る
町
づ
く

若
名
の
定

り
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
l
此
己
こ
’
司
す
刑
判
コ’
J
こ

っu
Jl
φ
専

P
E’J
HV

t

・4e

t々

’
川刊

’b

’

期
待
す
る
も
の
は
と
の
質
問
に
は
、

新
11~之

mC
お
が
集
ま
る
悦
楽
結
設
を
希
望
す

る
人
も
い
ま
し
た
が
、

A
，
の
自
然
を

い
つ
ま
で
ら
伐
し
て
ほ
し
い
と
の
戸

’uhzp
く
あ
り
ま
し
た
。
今
後
は
自
然

キ』中
じか
し
た
町
づ
く
り
も
求
め
ら
れ

て
い
る
と
川
え
ま
し
た
。

町
の
発
出
に
は
行
怖
の
h
M

は
欠
せ

ま
せ
ん
。

出
引
ド
ノ
、

3
2
H
H
J
L

喝』
’．リ
ふ’
aJ川
い
v
h

，、っ－
t
l
φ
耳
，
L

，，Lド’
’v
ぷ
本

L
H

人
の
汗
さ
ん
に
則
的
す
る
と
川
川
に
、

いせ
。 ひ

lllf 
つ。

く

参
}Jll 
し
て
く
だ
さ

今年成人式を迎えられた符さんに集ま って

もらい、 i良泉にっかりながら i伐を交わし 、 ~UJ

日間Iそして向分の未~にチ恕をたててら らい

ます。

・とき

・ところ

3月2日w～3IJ (JI) 

車Hl:l lllf-・l'I

（宿泊先はホテル小川）

．プログラム

第l昔日 朝 日開Iみ一つけた

第2昔日 とこト ン本音、20局長の未＞ld・:tt¥似1

~3 部佼なぺ議議

~fl~ ＼ 、合わせ光〉役場内企酬政策課 (l＇~ ＊ftl 221) 

d も

FあさひMidnight 20』

園田
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・今

？？ 呑
むZり
折 の

江 菅

~1 宣
江 袋
：：：：ん

「ハ

ー
ブ
は
お
茶
や
ポ
プ
リ
に
し
て
件

り
を
楽
し
む
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
せ

妨
の
九
里
高
喝
事
帯

・
優
子
さ

ん
夫
婆
の
畏
男

（
平
成
巴
年
6
月
初
日
生
）

G>lm .~ 
金z
j事5
里。
奈式

旭
ケ

E
の
金
津
正
道
・
寛

子
さ
ん
夫
妻
の
長
女

（
平
成
巴
年
5
月
9
日
生
）

川
り
の
応
も
そ

－
う
で
し
た
が
・：
。

一
ー
五
十
年
間
の
思
い
出
は
？

知
人
を
知

一
清
作

戦
争
そ
し
て
終
戦
目
後

い
て
ハ

l
ブ
テ
ィ
ー
を
来
し
む
機
会
も
多

一
の
食
料
難
と
、
大
変
な
時
伏
で

い
ん
で
す
よ
」
と
待
り
の
靴
作
を
川
明
し

一
し
た
が
、
家
を
新
築
し
た
り
、

て
い
る
近
江
さ
ん
の
「
よ
り
多
く
の
符
さ

一
子
ど
も
を
行
て
L
L

げ
た
よ
と
が

ん
に
ハ

ー
ブ
の
ぬ
さ
を
知

っ
て
ら
ら
い、

一
思
い
山
に
な
リ
ま
す
ね
。

町
内
外
の
人
た
ち
と
交
流
の
愉
を
広
げ
て

美
智
子

と
山
y
b』川
リ
ま
す
。

一
う
問
。

判
別
に
ら
使
う
、』
と
が
で
き
ま

っ
す
ん
、

す。

本
中
t
に
奥
深
い
も
の
な
ん
で
す
よ
U

純
情
か
ら
判即日
法
ま
で

ハ
1
ブ
の
山
本
し

み
トH
を
山
下
ぶ
教
・
一
セ
が
、

上
十
ド
十
〉
・

l
l
j
H

3

路”
・
4

、・
4ザ

S
S
B
F
J人

白
砂

／／ 
カ

な
の
詫
び
と
訂
正

先
川
の
「
う
ち
の
・
r
ル
ハ
バ
印
」
の
小
で
、
道
．
卜
緋
．
郎
く
ん
と
あ

っ
た
の
は
地
ド
柳
川
く
ん
の
ぷ
り
で
し
た
。
お
い
べ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

今
年
の

一
川
ま
で
の
行
川
に
わ
た
り
附
か

れ
ま
し
た
。
ニ
の
教
引
に
は
約
．． 
卜
人
が

参
加
。
な
か
で
ら
近
江
さ
ん
は
叶
一
品
役
的

な
十
作
氏
で
す
。

「比
H

か
ら
花
が
大
川
町
き
で
、
円以
初
は
蹴

江
川
に
附
え
て
い
た
ん
で
す
が
、
ち
主
う

ど
こ
の
教
雫
の
、
」
と
を
知
り
、

さ
っ
そ
く

参
加
。
以
来
ハ
ー
ブ
の
魅
力
に
取
り
付
か

れ
ま
し
た
」
と
笑
劇
で
ぶ
し
ま
す
。

ハ
ー
ブ
は
州
沖
で
は
山
く
か
ら
般
家

求
H

予
科
や
か
ぜ
の
治
似

－U
で
縦
し
ま
れ
、

楽
、
化
椛
H
m
と
し
て
も
川
い
ら
れ
て
い
ま

す。

以
近
は
川
本
で
ら
脚
光
を
浴
び
る
よ

う
に
な
り
、
H
l
I
P
J
U
，
br
父，
－．ド
じ

4

・H中

1
2
5
醐
H
4
t

、．－
h
M

が
オ
1

に
「
ハ

l
パ
ル
バ

レ
l
お
が
わ
」

プ
ン
。
広
い
川
内
に
は
川
十
川
州
知
、

b
ホ

－K
U
M
株
む
の
ハ

l
ブ
が
叫
飢
え
・り
札
て

い
ま

す
。
化
の
ヒ
ー
ク
時
に
は
近
江
さ
ん
も
訪

れ
、
せ
ん
（
・
4
な
ど
の
下

μ
い
を
す
る
こ
と

も
多
い
と
か
。

「内
七
で
は
ラ
ベ
ン
ダ
ー
や
チ
ャ
イ
ブ

な
ど
一
．
l
極
額
近
く
を
栽
白
川
。

い
き
た
い
で
す
ね
」

物
今ら」事

盆栽！こ魅せられて
え込んで、 手を加え、愛N~ を

込めて育て眺めるのが枕純だ

と思います。

枕肢は季節感と安らぎを与

えてくれ、人の心を収かにす

る不思議な力む持っています。

今後む色々なイベントに参加

して、よリ楽し くもっと愛M

家の皆さんに気料に仲川に入

っていただきたいと，也ってい

清作さん（刀）

美智子さん（70)

野車問

j土

一
l
結
婚
さ
れ
た
の
は
？

一
清

作

附

制

・・
ト
年
卜
．． 

川
・・

l
uハ

日
。
ち
t
う
ど
終
戦
の
作
で
す
。

附

和
十
九
年
か
ら
の
軍
隊
出
前
で
は
海

マ
ニ
ラ
や
ボ
ル
ネ
オ
近

げ
い
こ
骨
偏
向
。

出
で
駆
逐
艦
に
来
船
し
て
い
ま
し
た
。

魚
前
が
飛
び
交
う
小、

ど
う
に
か
無

が
に
婦
同
。

緩
め
勧
め
で
結
婚
し
ま

し
た
。

』
句
〆
人
品
、

午
に
つ
れ
H

ゆ
4

・J
人

4

’
L

U
H
F－

6φ
可

美
智
子

断
。
式
ら
し
い
パ
も
栄
げ
ま
せ

ん
で
し
た
ね
。

－h
．1
午
は
あ
っ
と

い

百
万
む
し
て
き
ま
し
た

飽 きん（20歳よ横尾）

若林建工 一一

原萩

ます。

私たち盆栽愛針金では、詑

岐をいたずらに高級な独r1な

むのと 与えることをj竪けて．

~i（物の好きな人たちがどなた

でL優しく 、身近に裂しん、

そして親しめるこ とを心がけ

ています。

r,u~ は I I 本人の自然に対す

る催しさ、思いやり、 Hまかさ

そしていjよりもきめ細かな1'1

r.~ に縦しむ心、そ ういったら

のを生み出したホ生きたよ：~m仰

とI；・われています。

~·JI I 1町詑栽愛生f全（；L ll{{fll 

5:l "I'-6 JI 1日に結成され払！k

にやっています。年11112 1111の

以ぷ会をはじめ、講背会や多

彩なnv.し物を行って多くの｝j

々に観賞して喜んでいただい

ています。

(,{c政のよ古手本は臼然の本々

ですから、山、断がい絶幌、

H~の l瓜誌など色々あります。

また、枕栽の盆は「うつわ」

すなわち鉢のよとです。針誌の

q1 を 「1 然に近づけるように~i[

&II 

が
、
断
り
．
返

っ
て
み
る
と
今
で
は
良

い
思
い
川
と
会
っ
て
い
ま
す
。

ー
お
二
人
の
楽
し
み
は
？

；膏
作

ト砂
年
兄
弟
ト
パ
い
仰
で
旅
行
に
行

く
の
が
い
判
例
の
行
が
。
ト
年
近
く
続

け
て
い
ま
す
。

今
年
は
沖
純
に
出
掛

け
る
予
定
で
、

人
ー
か
ら
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

美
智
子

出
合
い
じ
る
こ
と
が
・．
人

と
む
し〈

M
き
で
、

松
の
せ
ん
去
な
ど

に
体
を
動
か
す
、
」
と
も
多
い
で
す
ね
。

つ
つ
じ
が
咲
く
こ
ろ
は
き
れ
い

で
す

よ
。
ま
た
、

孫
が
よ
く
遊
び
に
米
る

め
ら
楽
し
み
。
男
の
子
三
人
な
の
で

利
子
を
す
る
の
も
大
交
で
す
例
。

社
会
人
一

一
年
生

社
会
に
山
て
．
．
 

午
日
。
職
場
で
は

れ
に
ビ
ル
系
の
建
物
で
、
木
村
や
全

版
で
仮
設
の
枠
を
組
み
な
で
る
、
別

枠
大
仁
と
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

作
業
す
る
場
所
が
向
い
の
で
、
足
掛

か
ら
決
ち
な
い
よ
う
に
れ
を
叫

っ
て

仕
が
に
中1
た
っ
て
い
ま
す
。

品
川
州
は
ス
ポ
ー
ツ
。
ス
キ
ー
は
れ

げ

4
H耐
を
小
心
に
湖
．
川
の
へ

l
ス

で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

今
流
行
の
ス

ノ
l
ボ

l
ド
に
も
い
ず
れ
は
挑
戦
し

て
み
た
い
で
す
ね
。
ま
た
、
友
人
川

上
で
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
J
U
作
っ
て
い

ま
す
．
と
に
か
く
体
を
州
か
す
こ
と

が
大

M
き
な
ん
で
す
。

A
，
け
が
必
午
け
で
．． 

卜

．
ぷ
に
な

り
ま
す
。
結
断
は
中
1
分
光
の
訴
で
す

ね
。
こ
れ
か
ら
の

μ棋
は
、
ま
ず
は

お
令
を
貯
め
る
こ
と
、
そ
し
て
一

一級

建
築
L
L

の
資
栴
を
と
る
こ
と
。
ど
ち

ら
ら
慨
し
い
で
す
け
ど
閃
。

広
報
係
で
は
「
ふ
れ
愛
こ

う
さ
点
」
の
各
コ
ー
ナ
ー
に

出
て
い
た
だ
け
る
人
や
グ
ル

ー
プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

「
出
て
み
た
い
」
「
出
し
て

あ
げ
た
い
」
人
が
お
ら
れ
れ

ば
、
広
報
係
（
官
役
場
内
線

2
1
2）
へ
司
こ
報
を
。

-
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d

J
抑

制

州

、
何
加
可

町山企

ヘ
ゐ
鴻
げ
可
ふγ

私
川

，Z
必
刊

wrも符
J
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a
，

，Fh
L

・

、

〆

け
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属
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t

e
t
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以
内
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’
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以

f・
町

U
1
1
ι
ι
引
川
村
れ
わ

「

ざ

l
v

’’
P

一

「
川

市

打

刊

υ
今
ゆ

さ

勺川

崎
ベ
て
制
・
川

ι
t
L
h
M
h

JU

企 M莱｛？）

円

u
b
h
w．しが
V
M
M

、

p
r…一
よ
り
ぷ川

告
は
か

鴨
妙
手
匂げ

ν

硲
W
Fa
泊
司
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：~；：. ち のー＼＼
て／ ＼

爪．紛 ）
0・u’ a格

~＇ つ

〔
空
の
芸
術
）

｛

3
銭
児
）

-

ビーチボールをしました。（西部保育所）

a 
~ 

保
育
所
の
帰
り
進
。
ふ
と
空
を
見

よ
げ
る
と
飛
行
機
雲
が
見
え
ま
し
た
。

ぞ
れ
を
見
て

S
〈
ん
『
マ
マ
、
飛
行
機
っ
て
空
で
絵

を
か
く
の
が
よ
手
だ
ね
』

S
く
ん
は
一
人
で
じ
っ
と
空
を
み

つ
め
感
必
し
て
い
ま
し
た
。

〔
ラ
ブ
内〉
レ
タ
l》

（

5
歳
児
）

フ
ラ
レ
タ
｜
つ
で
古
う
が
や
っ

話
，，、
1
1
」

F
子
「
ラ
ブ
レ
タ
ー
、
ヤ
プ
レ
タ
ー

フ
ラ
レ
タ
ー
ど
れ
も
よ
く
似
と

る
ね
」

（こ

の
違
い
、
も
う
解
っ
て
い
る
の

か
な
あ
っ
）

〔
お
て
ん
と
さ
ま
っ
て
何
？
〕

｛

3
緩
兜
）

P
と
ん
ぼ
の
め
が
ね
川崎
ぴ
か
ぴ
か
め

お
て
ん
と

9
1
ま
を
み
て
た

か
ら

1
P
を
歌
い
な
が
ら

川
〈
ん
「
お
で
ん
と
ぎ
ま
っ
て
何
？
」

マ
マ

『
お
臼
様
の

こ
と
与
と

っ
た
人

が
N

お
で
ん
と
ぎ
ま
H

が
ね
、

っ
て
言

わ
れ
る
の
よ
」

何
〈
ん
「
じ
ゃ
あ
、
若
い
人
は

H

ト
ン

ボ
の
め
が
向
。
歌
う
と
き
だ
け

お
て
ん
と
宮
、
ま
っ
て
歌
う
？
」

...燐寸(15)

広
報
ク
イ
ズ
⑩

〔
問
題
）

①
今
年
、
朝
日
町
で
成
人
式
を
迎
え

た
人
の
数
は
？

＠
2
1
8
人

⑮
2
2
8
人

O

2

3
8
人

②
第
日
向
4
t
問
都
市
緑
化
と
や
ま
フ

ェ
ア
は
い
つ
開
催
さ
れ
る
？

＠
7η
ロ
H

⑮
8
月ロ
日

。
9

け
は
日

③
ふ
る
さ
と
美
術
館
で
附
仰
慨
さ
れ
る

現
代
郷
卜
一
作
家
展
は

2
Nの
何
け
か

‘り
？

＠
6
日

⑮

日

H

O
祁

H

（応
募
方
法
）

会
は
が
き
に
答
、えの
記
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
を
書
い
て

2
月
日
目
（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
役
場
総
務
課
秘

書
広
報
係
（
〒
蜘
仰
朝
日
町
道
下

1
1
3
3
）
へ
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

抽
選
で

3
人
に
肉
書
券
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。
前
凶
の
当
選
者
は
、
神

山
似
さ
ん
、
カ
ノ
ン
さ
ん
、
沢
間
売
さ

ん
に
決
ま
り
ま
し
た
。
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同 時、

“‘＇・ 

Y
っす

「ね
え、

せ
ん
せ

1

．ラ
プ
レ

(I月16日；：c:>

終戦から50年が経過。時間の

過ぎ去るのは早川ものです。歴

史として戦争を語り継ぐ必要が

あるかとは思りますが‘はたし

て今の若者がわかってくれるで

しょうか。今年の成人式ても、

きれりな振りそて姿のまま喫煙、

そして吸け設のポイ捨て…。こ

れが現実てす。

ある本に日本の言葉 ・伝統が

失われてりく原因として、テレ

ビなかても00興業のタレソト

の影響力t大きりと書りてありま

した。最近そんなことを気に留

めテレビを見てりると、チャン

ネjしを変えるごとに画面にその

タレソトが出てります。若者た

ちとの会話や笑りなど、私には

よくわから怠り言葉の連続てし

た。

さて、阪神淡路大震災から l

年。未だに仮住まりの生活を送

ってりる方も大勢りらっしゃり

ます。 1日も早り復興を祈って

おります。災害はりつ起きるか

わかりません。りざとりう時の

対応策を町ても検討してります。

今年度から第3次総合計画が

スタートじます。『豊かな自然

と文化、活気あふれるまち、あ

さひH 」を目標に、夢をはぐく

む人づくりH 、夢があJ玉れる町

づくり”、夢がZ、くらむ産業づ

くりH を柱に町民総参加ての町

づくりを進めたりと思っており

ます。ご協力をお顕りします。

K.O.F19~1UO.Ip 

d移縦A~，＼ rH

タ
ー
あ
げ
た
こ
と
あ
る
マ
」

保
母

「
ラ
ブ
レ
タ
ー
っ
う
j
ん
な
い

な
あ
」

附
子

「あ
の
ね
、
ラ
ブ
レ
タ
ー
あ
げ

τも
『
い
や
』
っ
て
、
手
紙
を
被

っ
た
ら
ヤ
プ
レ
タ
ー

っ
て
言
、っ

ん
や
っ
そ
」

A
子
「
こ
の
前
テ
レ
ピ
見
と
っ
た
ら

ね
、
幹
ぎ
な
人
に
ラ
ブ
レ
タ
ー

あ
げ
た
ら

『
も
で
フ
イ
』

っ
て
言

わ
れ
た
ん
や
っ
そ
、
ぞ
い
時
ね
、

… 一司＆＇ J.y," .，，.示九
'i.riξれ，..引い

‘恥事、、名争， ~·.1!.
’a ”が。＼＞処民心、·~J>
z和払•t. ム、吋．

、
4‘．．、、v榊

ボ 『＂＇ ~

も，c~ 
～／4 .. .d" 
点足芸ニー
r~~ ~1 ：＂＇ν 

、な1会？？？！
Aチョコチップの特上（？）
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か
17 
ガ

。え
訴の
怨な
霊し、
色白
雪然
量環
器境
霊を
り守
お~
b ／~ 

せめ

私
た
ち
の
勾
け
の
生
前
で
他
わ
れ

た
水
の
多
く
は
、
汚
れ
た
ま
ま
川
に

流
さ
れ
て
い
ま
す
。

使

っ
た
ふ
を
そ
の
場
で
き
れ
い
に

し
、
自
然
に
帰
す
こ
と
の
で
き
る
介

併
処
町
巾
化
酬
を
い
夜
間
し
ま
し
ょ
う
。

、，
F
L一H
’
P
ヒ
mH立
、

ノ
’
心
υ削
尺

p
y
iー
が
1
1
v

水
洗
化
し
牛
．
活
雑
排
水

、J
、
F
 

聞
い
す
る
た
め
、

洗
濯
等
の
排
水
）

し
尿
だ
け
を
処
理
す

ト
イ
レ
を

（ム
U

所
、
ふ

も
併
せ
て
処

る
単
独
処
瑚
浄
化
柑
に
比
べ
数
倍
も

水
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す。
町
で
は
、
こ
の
合
併
処
硯
浄
化
梢

平
成
2
年
度
か

こ
れ
ま
で
1

を
普
及
す
る
た
め
、

ら
補
助
制
度
を
設
け
、

5
7
仙
一
帯
の
家
庭
で
利
則
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

快
適
な
生
活
と
美
し
い
間
続
づ
く

り
に
、
こ
の
設
置
を
ご
検
討
く
だ
さ

、。
－L

V
 

補
助
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
建
物
は
つ
・

・
尋
問
住
宅
。

・
店
舗
装
リ
と
併
用
す
る
住
宅
に
お
い

て
は
、
住
宅
部
分
の
床
面
積
が
%
以

上
で
あ
る
も
の
。

［おトタな前私物好評続的］
第四回全国都市緑化とやまフェア

ρ
O
 

A
可
υ

とやま緑化祭彩り

長
氏
、

－t
n
M
必
nIm

飲
食
店
ま
た
は
喫
茶
店
。

－
そ
の
他
町
長
が
特
に
認
め
た
控
築

物
。 ホ

テ
ル

簡
易
術
的
所

補
助
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
浄
化
槽
は
つ
・

－

m人
以
下
の
合
併
処
理
浄
化
槽
。

補

助

金

の

額

は

？ 

人 相i 補助金の限度傾

5 A 糟 3;39 ,000円

6～ 7人楠 494,0001'1 

8～10人糟 854, OOQIJJ 

11～20人情 1,895,000↓l J 

21～30人糟 3,357 ,OOOPJ 

31～50人柑 4,429,000PJ 

※
単
独
処
理
浄
化
糟
（
し
尿
浄
化
槽
）

と
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
授
の
差
鋭

利
九
分
を
補
助
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
人
槽
（
大
き
さ
）
に
よ
っ
て
興
な

り
ま
す
。
ま
た
、
専
用
住
宅
の
場
合

浄
化
槽
の
人
槽
は
居
住
人
員
数
で
な

く、

一民
而
積
で
決
め
ら
れ
ま
す
。

一7
月
ロ
日
に
閉
幕
一

7
月
比
日
か
ら

9
月
1
円
ま
で
開

催
さ
れ
る
「彩
り
と
や
ま
縁
化
祭
鮒
」

の
メ
イ
ン
会
場
の
入
場
券
が
発
売
さ

れ
て
い
ま
す
。

入
場
券
は
、

2
つ
の
メ
イ
ン
会
場

（
高
岡
古
城
公
印

・
一日間
岡
お
と
ぎ
の

森
公
閑
）
共
通
券
と
な
っ
て
お
り
、

ゴ
ー
ル
ド
パ
ス
ポ
ー
ト
（
A
K
則
川
辿

肘
入
場
券
）

と
グ
リ
ー
ン
チ
ケ
ッ
ト

（
前
売
普
通
入
場
券
）
が
あ
り
ま
す
。

ゴ
ー
ル
ド
パ
ス
ポ
ー
ト
は
、
メ
イ

ン
会
場
の
会
則
中
判
川
も
入
場
で
き

る
お
併
な
入
場
券
で
す
。
ま
た
、
出

売
入
場
券
に
は
、
抽
選
に
よ
る
豪
華

プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
の
特
典
が
あ
り
ま

す。
入
場
券
は
県
な
ど
関
係
機
関
の
ほ

か
、
旅
行
代
理
店
、
県
内
の
主
要
プ

レ
イ
が
イ
ド
な
ど
で
版
売
さ
札
て
い

ま
す
。

介
入
3
b
r
川口

f
品
ド
ヒ
総
川
立
、

J
b
Js

O
加

K
E
－－十
イ

b
T
｛

浄
化
榊
を
設
置
し
た
場
介
に
比
べ

川
な
ど
に
放
流
さ
れ
る
汚
れ
の
量

が
す
に
な
り
ま
す
。

※
平
成

8
年
中
に
設
置
を
予
定
さ
れ

て
い
る
方
は
お
早
自
に
予
定
申
込
み

を
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
お
問
い
合
せ
先
〉

役
場
住
民
生
活
課
生
活
環
境
係
（
包

役
場
内
線
1
3
4
）
ま
で
。

-

朝
日
町
卓
球
選
手
権

（
%
朝
日
中
学

勝
美
組

寺
田
杯
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大

会
（
wmサ
ン
リ

i
ナ）

V
列
子
の
部

lu川五附阿佐チーム

分｜ゴールド グリーン
区 パスポート チケット 当日券

（全期間通）（前売普通）
用入場券 入場券

大 人 2,500PJ 1,200同 1, 5001円

Pn;Hc'F. 1,200円 600円 800円

小・中学生 60QITJ 300円 40011 J 

［
西
国
さ
ん
に
優
秀
賞
］

－
川
口
日
、
市
山
川
民
会
加
ト八
ホ

ー
ル
で
行
わ
れ
た
「
町
村
り
と
や
ま
紘

化
祭
Mm
」
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
の
中
学

生
の
部
で
、
判

u中
学
校

1
年
止
引
の

凶
川
州
ね
さ
ん
の
作
品
が
け
ん
い中、

．俊

秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

〈
凶
問
さ
ん
の
作
品
〉

花
ざ
か
り
色
と
り
ど
り
の

鋭
う

イ七
カf

校
体
育
飴
）

v
m
N
fシ
ン
グ
ル

－
仙
川
町
披
宏
樹

2
似
尚
保
チ
！
ム

V
女
子
の
部

l
位
大
家
庄
チ
l
ム

2
U川
水
品

一
次

－v久
子
シ
ン
グ
ル

－
位
上
不
勝
英

2
位
玩
筒
庄
一
チ
l
ム

｜第3棚田町ビーチボール大会l
日時 ：2fJ 1811(IJ)'f-(jij8:30～ 

会場： 朝1-1IHf文化体育センター

rサンリーナJ

参加資格： .~Jl H lllfに在住または勤続し、

満15歳以J.の名・で、高絞生｛ま除く。ただ

し勤労：＇.j：ーノI:!J. :l'r場可。（平成 7，，，二 4) J I 

tPR在のj前年紛）

チーム編成： （1)りJ久：il-tイ？と し、コート｜人l

は！）＇｝ 2入、 ！；：， 2人とする。 （2）コー ト内の

選手の合計年命令を次のとおりとする。

Aクラス フリー

Bクラス・150段以上

Cクラス • 180歳以上

D クラス ・・ · 200i~以卜ー

参加費： lチーム 500円

申込み先： 2JI 1011 社）まで朝日Ill］＇文化体

育センター（合83-1838）に申込みくだ

さL、。

• lllT民スキー大会

11 A （日）9 : 30 ～（下~~月｝品泉スキーJJJ)

－朝日町夜間テニス大会

19日Ull～2:311倒19：・30～
（サンリーナ第 2i本有志）

2
伐
川
上
千
春

V
ダ
ブ
ル
ス

れ
川
信
奉
利

－
位
水
色
町
一
友

・
水

• m;1卒スキー競技会

18円（日）9:30～(f：公月i品泉スキ－1話）

－朝LIIHTピーチボール大全

18 日（日）s ： ：~o～（サンリーナ）

2
杭
佐
波
消
火

・
卜
不

スキ

・レディースピーチボール大会IQT・f選

7 Fl附～ 911幽19:30～（サンリーナ）

火
消

日し
百の
慢心
E意
用気
弱を
空示
乱す

長
ル
庁
勝
路
（
第
5
分
聞

班
長
）

｛辛J

吉
則
（
第
6
分
団
団
門
貝
）

朝
日
町
消
防
団
長
表
彰
状
水
野
予

I
le

、．、μ
l
l

．トJ
叶川1

叫川．，’
J

、
A

〆

九
．．－川
1
－い

i

F
角
．
］
人
ノ

Erιr’
』J

、

川f．汁
H
川

J
』

t
H

（第
2
分
問
回
一H
）

荒

足

忍

（

第

3
分
団
開
員
）
折
戸
浮
（
第
4
分

川
同
叫
H
）
，
反
仲
午
．
（治
5
分
同
凶

υH
）
加
除
千
仙
帆
（
第

6
分
州
川
川
μ
）

川川印円以）

l 

メニエール病について
メ二工ール病とは、耳鳴りや

難聴を伴ったぐるぐる回るめま

りを繰り返す病気てす。メ二エ

ールとりう名称、は、この病気を

発見したフラソス人耳科医師メ

二工ール氏の名前に由来じてり

ます。現今、ストレヌ社会のせ

りかメニエーjし病になる人が増

加してります。

さて、富山県にお11るメ二工

ール病の特徴は、県東部に多発

する傾向があることてす。さら

に、富山は働き者の女性が多り

ためか、他県に比べて女性の患

者さんの割合が高りのも特徴で

す。

次に、メニエール病と診断す

るのはなかなか難しく、原因不

明のめまりとりわれてりましを

が、最近ては3 ストレス怠どが

引き金となり、耳の奥の内耳と

りうと乙ろに、たくさんのリソ

パ液が溜まるために病気になる

と考えられてります。

また、1990年に厚生省が補助

的検査の手引きを発行じ、この

病気の診断がしやすくなってき

ました。これは点滴をしながら

数回の聴力測定を行う検査てす。

最後に、耳鳴り、難聴やめま

りを繰り返してりて心配な方は、

一度、専門の先生への受診をお

勧めします。

2月のスポーツ

SPORTS 

・凹rレディーススキー教室

2円幽8:30～（シ‘サイドバレ

ー場）

あ
さ

木き長

村~i
耳

寛~；
医者
長

医療の現場から

l
月
6
口
、
恒
例
の
朝
日
町
消
防

川
出
初
め
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
約

3
0
0
人
の
川
口
口
は
、
脇
了
八
幡
山

で
鯨
…
火
災
祈
願
を
し
た
あ
と
、
泊
地

内
で
一
斉
放
水
、
火
消
し
の
心
怠
気

を
一不
し
ま
し
た
。

こ
の
け
は
無
火
災
分
川
及

び
優
良
四
日
の
表
彰
も
あ
わ
せ
て
行

な
い
ま
し
た
。

朝
日
町
消
防
長
功
労
章
旧
小
勉
（
（
第

6
分
川
分
川
長
）

朝
日
町
消
防
長
無
火
災
表
彰

第
1

分
団
（
5
年

間

）

第

4
分
団
（
2

年

間

）

第

5
分
団
（
1
年
間
｝

m

6
分
川
（

6
年
間
）

朝
日
町
消
防
団
長
功
績
章
永

H
f

（第
1
分
団
地
長
）
藤
井
正
明
（
第

2
分
同
班
長
）
池
原
武
｛
第

3
分

川

川

長

）

制

千
五
代
ぷ
（
応
4
分

ま
た
、

.. 



社会福祉
協議会だより

． 朝日町社会福祉協融会

は、 皆 cんと共に地域の

福 祉向上を目指す福祉団

体です。

・場所朝日町福祉セン

ター内

宮 83-0576

J、ート

ポカポカ

寸
愛
の
袋
」
見
舞
金
を

5
8
6人
に
届
け
る

｜
｜
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
募
金
｜
｜

「
地
峨
で
さ
さ
え
あ
う
あ

っ

た
か
い
お
正
川
」
を
ス
ロ

l
ガ

ン
に
実
施
さ
れ
た
、
小
成
木
た
す

け
あ
い
巡
品
仰
の
「
愛
の
袋
』
げ
が

令
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
心

机
ま
る
mw令
が
脊
せ
ら
れ
ま
し

た。
こ
の
『
愛
の
袋
』
鉱
全
と
川

か
ら
の
必
ぷ
見
舞
令
、
町
添
川ぷ

銀
行
の
必
ぷ
見
舞
令
と
あ
わ
せ
、

町
内
の
忠
ま
れ
な
い
家
庭
や
泌

た
き
り
老
人
、
屯
皮
心
身
附
刀

打
な
ど

3
6
2
人
の
万
に
、

自作

地
似
の
民
州
委
U
H
児
明引
委
H
H
を

通
じ
見
舞
金
会
』
届
け
ま
し
た
。

ま
た
、
県
内
の
社
会
福
祉
施

設
に
入
所
者
や
医
療
機
関
に
長

期
入
院
中
の
2
2
4人
に
対
し
、

付
会
一
悩
側
協
議
会
の
役
抗
か
ら

見
舞
金
を
届
け
ま
し
た
。

、
」
れ
に
あ
わ
せ

N
H
K歳
未

た
す
け
あ
い
義
銀
全
の
配
分
と

し
て
、
河
川
凧
以
L
L
の
－
人
界
ら

し
を
人
な
ど
3
3
2
人
に
け凡郷

朝
日
町
の
臓
買
を
募
集
し
ま
す

1=m:llil1簡易’~＇吋：属国・目l’E

判
川
町
職
円以
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

採
用
予
定
人
員

マ
看
護
師
（
卜
．
）
若
干
名

受
験
資
格

昭
和
刊
年
4
H
2

H
以
降
に

咋
．ま
れ
た
人
で
、有
泌
ω剛
の
免
汗

を
訂
す
る
か
本
年
5
川
ま
で
に

巾1
法
試
験
に
A
H

絡
H
凡
込
み
の
人

目臥
験
の
日
・
場
所

3
1
ト
．リ

川

町
川
げ
交
め

j

d

，h
i
n
－

J
 

受
付
け
期
間

2
川
l
け
州
か
・
り
2
川
加
川

ωま
で
役
場
総
務
泌
で
受
け
付

け
ま
す
。

くらしの情 報 事

Livi・γzg Iγzfoγ・mαtioη 

※
家
庭
奉
仕
員

募
集
人
員

応
募
資
絡

町
内
に
住
む
お
お
む
ね
刊
歳

行
9

十
ヤh

圃圃昌司

ま
で
の
久
性
で
、
汗
通
れ
動
市
下

の
運
転
が
で
き
、
ん
象
必

・
介
護

相
談
、
助
活
の
能
力
を
省
す
る

人試
験
の
日
・

場
所

3
月

上

旬

伺

H
町
役
場

応
募
手
続

2
川
初
日

ωま
で
役
均
総
統

制
凶
で
受
け
付
け
ま
す
。
中
込
町
H

は
総
統
ぷ
人
巾
け
係
に
あ
り
ま
す
．

※
臨
時
職
員

役
場
や
山
先
機
凶
に
勤
務
す

る
臨
時
職
れ
の
A
U
U
M
希
刻
む
を

募
集
し
ま
す
＠

職
位v

－
般
市
ド
務
、
保
防
、
－m
mhHH

石
護
婦
等

応
募
資
格

町
内
に
休
ん
で
い
る
人
（
行

波
川
問
調

m
Hを
除
く
｝
で
、
保

付
品
店
び
行
濃
い
剛
に
つ
い
て
は
‘

資
絡
を
持

っ
て
い
る
人

雇
用4

川
I

H
以
降
、
必
要
に
応

じ
て
本
人
に
述
絡
し
ま
す
。

申
込
み

佼
鉢
を
希
引
す
る
人
は
3
川

口
日
仰
ま
で
に
‘

れ
W
い
の
M
判
断

仲叫け
と
資
怖
の
必
須
な
戦
制
（
似

吋
及
び
行

d
M｝
に
つ
い
て
は

免
け
の

vrし
を
添
え
、
役
場
総

務
ぷ
人
が
係
（
合
内
線

2
1
5
）

ま
で
提
山
し
て
く
だ
さ
い
。

.. 

ありがヒうあたたかい忠

常一得(I Z月Illヨーl月10日｝

O以点病院さんから
3.1221ri 

0ゼンセンIii)1.:!I. 11 JI!紡制労

ffh組 介i(Ix:'l!lさんから
26. 288fLJ 

0迎合宮 11 l州 If地械協議会
さんから 38.115111 

01*!谷工業所従来il ・rttlさ

んから 11. 195111 
0・h町ね1H久ふさんから

亡父久治さんの供必とし
て 100.000円

。胡口町ライオンズクラブ
さんから 100.000円

0長E谷とく ＇（＇.さんから
5.593円。制Hロー タリ ー クラブさ

んから は0.0001'1
0とく名さんから

100.000円
。 ド繊｝~ 組 以JVIFさんか

ら亡夫！t:;(1:さんの1共養と
して 100.000円

。小川雄ぷ I：業株パ公社代
衣取締役村氏 l帥JIJ:J三郎
さ／νカ、ら 500.OOOP:I 

0朝 日没州側さんから
l l. 554ド1

0減、川 ｜湖ね必勝さんから
亡父~ ーさんの供必とし
て 100.000P:I

0八 日会さんから
50. OOOFCJ 

Hm

（A
L
）
を
川
け
ま
し
た
。

O
募
金
の
内
訳

一
般
募
金

（愛
の
袋
）

1
9
3
6
1
4
2
い

町
£
山
令

1

1
3

4
0

0
0
1
 

町
好
江
銀
行
火
山
令

3
0
2
0
9
6
1
 

。
お
見
舞
内
訳

化
的
保
必
（
幻
人
）

。，uq
u

。，u
n
u
nu
h
u
l

州
市
川
出
｛
犯
人
）

1
A
ι
u

。，u
n
u
nv
n
v
1

寝
た
き
り
主
人
情
ゲ
｛
日
人
）

2
5
5、
0
0
0
可

市
度
心
身
内
中
川
村
（
2
3
2
人）

1A
1A
ι
v
n
u
n
v
n
V
A
V－
 

mapr
（

1
人
）

p
b
o
o
nu
l
 

被
災
者
（

5
人
）

’i
勺

t
、ハ
HV
AU
nU

円叫
，

一
川
祉
施
設
人
刈
ぷ
（
1
2
6
人）

ヴ
’

F
D
P
O
nu
n
v
n
u
l

長
期
入
院
将

（仰
人
）

5
8
2
、
0
0
0
円

募
金
や
見
飾
品
引
を
川
け
る
た
め

の
科
的

2
0
3
、
2
3
8
川

平成 8 ~ 2 月分ホット求人情報催

し

ー

豊
か
な
心
を
育
て
る

，

推
進
大
会

日
時

2
川
引
U
川

b
r
O
L
J
P
3
 

H
q
d
う
J
人

ル

会
場

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

『
ア
ゼ
リ
ア
」

午
後
l

実
践
発
表

．
作山
U
け
が
人
さ
ん

年
の
卵
、
に
参
加
し
て
」

「
v’川

h
H
HUhhR1

7
1
l
』

一
家
庭
看
護
法
講
習
会

一

一
の
受
講
生
募
集

一

日
本
赤
十
字
社
富
山
県
支
部

で
は
、

W
H
た
き
り
主
人

・
痴
呆

性
主
人

・
主
人
に
多
い
杭
状
な

ど
の
行
泌
に

つ
い
て
、

．
紋
家

出
石
渡
法
の
必
沼
会
を
行
い
ま

す。日
時

2
川

n
H閥
、
幻
日
樹
、

犯
け
附
．

mけ
蜘

午

前

9
昨

日
川
分
か
・
り
午
後

3
昨
日
川
分
ま
で

｛※

u
uは
午
山
川
9
時
か
ら
｝

場
所

日
本
み
卜
字
社
市
山
支

部

3
階
会
議
室

定
員

お
Q
h

資
料
代

5
0
0川

申
込
み
先

道
話
ま
た
は
ハ
ガ

す

μ
礼
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
夜

一引

宅
で
介
護
を
必
要
と
す
る
老
人

＝吋

や
身
体
陣
常
問
者
の
方
に
率
い
す

L
や
エ
ア
ー
で
卜
、
ビ

1
5

し
γ
ト
、
ム

1
ト
ン
円
山
お
貸
し

貨

山
し
を
行
勺
て
い
ま
す
。
（
6
か

お

日
店
、

以
内

品

｝

を

こ
の
制
一件
機
桜
一
は
‘
身
体
の

濯

機
能
低
下
防
止
と
口
市
生
活
を

膨

送
る
う
え
で
役
似
つ
も
の
で
す
。

凶

貸
し
山
し
を
冷
引
さ
札
る
い
H
は

H
刊

行
公
的
に
社
会
制
倣
協
治
会
へ

有

お
山中
し
込
み
く
だ
さ
い
。

キ
で
、

2
月
日
村
山
附
ま
で
い
爪
娘

お
山中
し
込
み
く
だ
さ
い
。

一T
仰
山
山
市
米
側
地
万
町

1
の

5

H
K中
亦
卜
宇
社
～
日間山川
町文

部

宮
0
7
6
4
H
引

H
4
8

5 
5 

緬｜祉｜豆｜事｜典｜⑫

民生委員児童委員
「民全委口WJにJS;づき

•Ii町村tこ置かれる以1111 －＇.吋士

行．委員は都道府県知事の

椴綴に本づき1・I-'I：大叫が委

瞬時するので、報酬を目的と

しないれ符峨とされ、任期

は 3年である.u:i利22年、

児：n焔祉法の制定により ~'C.

·l't~.Qを兼ねる。その仕.：）＇.＇.
として（I）常に調伐を行い、

fl:氏の快活状態を杷擬して

おくこと。（2）袋｛浪必名ーを＠

切に指導すること。 （3）社会

制付施殺と百引をにj主総し、

その機能を助けること。（4)

t1H・1t司王修所や町役場その他

l対係fl政機関のた紛に協力

すること。などとさilてい

る。

－大千広美さん『山…訳ボラ

ンティアを通して」

・り野良子さん「削判Hなな

いろ持政会朝どり市に取

り組んで』

記念講演

・点師出浜良子さん（魚

山市川町餓）

－h川．也「ランニングと弘」

山間入場はい燃料です。町民の

店刊さんの多数のご米川帽をお

待ちしております。

型産E聖
求 人 職 相 年齢 資金 4主Jilli

就事臨鳩所 採用 資 絡 縫験
窃：号 円 休 日 人数 免 許等

営：；鞄サービス員
18才 ー 159,500- ’h 

事耳目田T濃川 高卒以上

25才 209,000 日キ足、その他 自動車普通免終

2 4幾 械 エ
45才～ 120,000-

~ 
朝日町草野

2 
不問

SS才 I SO ,000 日キ足、!:R2・4土織目

3 機 械 18才ー 176,825～ 
11! 

朝日町大家庄
3 

不問
才ベレーヲー 35才 202,900 自祝、その他

4 a Z量作集員
20才ー 160,000-

男女
事耳目町事長町 3 不問

60才 280,000 日、書官’・2土ii日 2 

5 震後 22才 ー 200.000-
~ 

納日町桜町
2 

車両系建設機械
才ベレーター 60：才 300,000 白、JR• ・2土曜日 資絡

6 販売員 18才ー
時f&670 女

朝日町平掬 不問
(1（ート ｝ SS才 ぜの他

7 ホ ー ル係 2S才ー 時~ 女
羽田町治

2 不問
（パー ト｝ so：才 1,000 木、その他

8 製品の約処理及 20才ー ~ta 男
朝日冒T＝枚矯

2 
不問

ぴ掴包（パート） so才 850-1,000 自祝、隅遡土珂E自

積
倫
明
だ
よ
り

..,..J!1人情輔ー賞罰，bご剥用Ti!'い ｛織ヱ観光＂＂ワンターι.事｝
合〈わしい二とは‘’．海公共蟻揖安定所鯛白骨:I[!t82・0198へお問い告ntt＜ださい．

第
3
号
被
保
険
者
の
皆
さ
ん

過
去
の
届
出
漏
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
な

ど
、
同
民
年
金
の
第

3
円
ヴ
被
保

険
お
の
皆
さ
ん
は
、
側
人
で
保

険
料
を

nM刊
す
る
・
｝
と
な
く
、

法
随
年
令
を
受
け
る
、
」
と
が
で

き
ま
す
。

た
だ
し
、
そ
の
た
め
に
は
第

3
け
被
保
険
品
円
で
あ
る
こ
と
の

届
山
が
必
裂
で
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
こ
の
刷
出
が

遅
れ
た
と
き
は
底
近
の

2
年
間

に
限
リ
認
め
ら
れ
、
そ
れ
以
前

は
時
効
に
よ
り
第

3
な
被
保
険

者
と
し
て
の
権
利
が
必
め
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

と
、」ろ
が
よ
年
の
4
月
か
ら

平
成

9
年
3
月
ま
で
の
間
特
例

制
山
山
期
間
が
設
け
ら
れ
、
2
年

を
越
え
た
期
間
に
つ
い
て
も
認

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
核
当
期
間
の
あ
る
方
は
、

忘
れ
ず
に
役
似
の
住
民
生
活
課

住
民
年
金
係
（
内
線

1
3

2）

で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
す
で
に
午
令
を
受
け

始
め
て
い
る
人
で
心
、
出
品
市
1
川

川
の
あ
る
わ々
は
川
山
に
よ
り
保

険
料
納
付
済
制
川
と
し
て
必
め

ら
札
、
年
金
制
が
地
制
改
定
さ

れ
ま
す
。

llD 



i~－圃圃司副

3月15日までに申告を

町県民税・所得税
例
入
の
川
県
民
税

・
日州
制
税

の
巾
・
刊
シ
ー
ズ
ン
と
な
リ
ま
し

た
。
中
れ
の
則
問
は、

2
け
は山

け
働
か
ら
3
Hけ
同
日
制
ま
で
で

す
。山

・
行
代
川
は
、

2
川
小
川
に
込

付
し
ま
す
。
一下訪中
ー
の
人
は、

小

山
川
川
紙
に
必
梨
市
ド
バ
引
を
記
入

の
う
え
、
必．山釘
川
州
刷
を
添
え
て

3
川
旧
日
ま
で
に
役
場
税
務
泌

または各農漁協（支所・出

張所）の中止口容投入桁に入

れてください。

ただし、所得税の申告古

は、各由民漁協の巾・侍普段入

箱へは人れないで、税務料

または役場税務諜へ持参し

てください。また、所併税

の縦定申告をした方は川県

民税の山中台をする必要はあ

リません。

なお、所得の計算や巾小川H

Iuの乃さみがわからないん

は、ト比川ルのn山村で地似別に
相談会を聞きますので、ご

利川ください。また、中山

町けが川いていないわねや記入

のしかたいHJについてわから

ない万は、役場枇はMeA（宮

内線121）へお問い九日わ

せください。

期 日 地 区 ~三~ 場

己月19日伺） 境 中央農協 境 支所

2月20日Ck) 南 イ呆 中央農協南保支 所

2月21目。11<)
山 崎 中央農協山崎支 所

22日開

己月23自由
泊（全 地 区） 朝日町役場 4F

26日間）

2月27日ω 宮 崎 宮崎浦漁協

2月四目。11<) 蛭 谷 ・ 羽 入 中央農協蛭谷出張所

3月 1日樹 笹 Jll 中央農協笹川支所

3月4日開）
五箇庄 中央農 協 五 箇 庄 支 所

5日υd

3月6目。11<)
大家庄 大家 圧農協

フ日附

1=m＝也諸国5・ ’州；梅田町1111

＝ 申告相談会場日程表＝
＊ 

様相談時間はいずれも午前9椅30分力、ら午後4待まで またよI~以外
にら2月168から 3月I5日まで（土、 白除く｝役場税務i撃でキ自2去を受
けます。

小
作
料
は
相
互
（
地
主
と
耕
作
者
）
の

話
し
合
い
で
納
得
し
た
額
に

｜
｜
標
準
小
作
料
、
か
改
訂
に
ー
ー

朝
日
町
の
M
M
幣
小
作
料
が
ド

ぷ
の
と
お
り
改
訂
さ
れ
ま
し
た
。

標
準
小
作
料
は
3
年
ご
と
に

見
出
し
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
一平
成

8
年
分
か
・句
3
年

聞
は
、
こ
の
改
訂
績
を
参
考
に

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

余
地
域
に
は
、
従
米
か
ら
の

料
慣
や
判
性
が
あ
る
と
忠
わ
れ

ま
す
の
で
、
貸
し
手

・
附
り
手

が
そ
れ
ぞ
れ
協
議
し
、
地
獄
め

実
情
に
あ
っ
た
小
作
料
の
舶
を

ぷ
卒
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
し
く
は
判
円
問
機

業
委
員
会

（官
役
場
内
線
2

4

2
）
へ
。

{l(lアールt1たり｝

1メ． うT 小rn干の標準緩 11当 ·~ 
IHグ）f河；1 25. 4001' J L Oアーノレゾ1たリ収），~： 530kg 

111 <7)告ti2 20.600Pl ，， 510kg 

I・ Hグ）：°.:ii3 12.800円 ，， 480kg 

II lの調；4 6.300ドl ，， 450kg 

ょのf.':lf¥I;’ト（HいこCt. l'.J也改良 1・M'(U、鋭伐としてw.乏して

あリませんが．今後 1・治改良の必定ド1が牛4 じた場0-!.i. が1i•iに受

依CH刊行（杖Jj）の f鮮を似てくた’さ＇＇•

町の工事発注状況（500万円以上＞ IF弓
－~二のコーナーは側lが人キしを行ったむのを拘峨していますー

<H7.12 1-12.28> 

・1> γt 総 1: ・;;:,11;. w (l J陸 者 tU.:1'1iil!l ,'l!J丸： F二ζ 金 W'li 

lll 'lq!l1 ・ £~H.!>ll海．戦b’If作業 舟川新 ~叶，；· 26. osg, ooli' 藤川建設 農水綾林諜JiJ川割ilt .. ll線c°l(f!r 

J位協災＇.'H!ll ll ・ド~ ;1H!t¥ 8 'I' 6.283.000 4鈎ア 7 tJワ 主主政課lllfiliHH恥’ l• ";<:t宮脇J{i防災’.'iiii川 I’ •JI 3 I 

fuf川災・.＇'iiia・rI! 1・1も業 l:uJr・ ~ ?,' 13.235.500 骨髄篠悶組 主主~没謙・＇.！.＼ ’ I＇.川災い・ 1~1111 ， ・l' 

‘”I川災＂＇!iii川’f>A'Z i(l 
8 ,,, 

29. 612. 500 ’l、4本公A総主,l!l:. 建設深i崎市川災・.1rnw11:・11 3 JI ！”l J " 
地｝j特定道路税制；i•f l.i<

イ1¥:111 ~ ?, ζ 29. 973. 000 総 l日建設 処設課Plfj[i総局E!-'1f'-:ll: 1 11 t~ 2 r.1バ己主n1: ·1• 
刊川i11•1 ’ Jイ(: t宮 11ifi町 i12？』'・ 5.510.500 ｛鈎逃悶」；；健所 学If;.育 校課1,,:./1＜.~ラ JIぇ4宇＂－ 1：・1、
村＜;{iM証，:;t災1年JI.ill1 ・l •~ Ill働者 8可．

6.437.500 Jfli古E.J.： ~1働 水Q産林E軍Hilitlll山 総2＼；・前川 1:・1> 3 JJ 

林泊込施；．没w－.＇：－・l!llll・l':ff 111 •：今 ~ ;1;・ 7, 982.500 f仰大量量生且な 農水産林諜村長J益紘 I1；－併fl苛 1:
林泊施.~災－，1,q証H1・1もXi

太子 8 'I・ 7, 4 I 6. 000 ポ上主民投｛悌 農水￥：林諜f.f<j{i.（..）桝t('Ill＊品21;.p;y，.斤 1：’H 3 J 
林J且1庖．；宜災’.'HWIi・1手足 11 1崎 ~ ;•J ζ 9.270.000 全長谷il段D陸自骨 袋水必林課林，a山合総 1:

総合 引 休 業hYl/jfi改’』ilf:。，，来 笹川 s 'f・ I0.300.000 総竹内総 ホ農P.i<相；村：；1111可 ~r持率!.l ．凪』’，， 3 JI 

l\!•1q血 ・ 伎舟l；十f終段~戦E(1;,j’J>Xi 舟川iii ~ ~ドJ 40,324.500 ｛隙深松温北陸支耳 農／］＜,m林l:* N川事＇Ji1!.j 線改 。，，

お
知
ら
せ

t
お
宅
の
煙
突
や
ガ
ス
の

1
配
管
は
大
丈
夫
で
す
か

ょ
の
タ
節
は
、
常
に
よ
っ
て

燃
突
や
ガ
ス
の
配
管
な
ど
が
破

損
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
破
損
は
、
出
火
や

ボ
イ
ラ
ー
の
不
完
全
燃
焼
に
よ

る
一

般
化
決
案
小
番
、
ガ
ス
同
時

党
な
ど
の
附
囚
に
も
な
り
ま
す
。

い
ま

一
度
、
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

標準小作料

圃

禁

煙

教

室

ー
わ
か
っ
ち
ゃ
い
る
け
ど

止
め
ら
れ
な
い
あ
は
た
へ

1

酬明燃は引ん机では川MJU反安

な飽除問凶のlつです。け

本人男性の喫煙怒は先進諸

制の中でも昨安政いてお怒

となっています。－Mで、

山WMmnの7別はνできれば

タバコをやめたい。と考え

ています。

このようなことから、川品…

郎似健所において然慨をぷ

す人々を対象に祭肌教本，を

開催します。

開催国及び内容2川nH
刷午後3川却分から午後

6昨日刊分・挑戦呉羽内

科医院長中小仁陥ポ先生

＊「なぜタバコがいけないか？」

生活必需昂価楊
1 月分｛毎月 10 日制：i~卸 勺母訪問

.~~ t 
平均価 絡

1月 1Jij JI 比 前年前月比
、'If ‘／ ノ

1?6 。 司.{j (jjト，tI e) 
i山士f ilh 

979 + 22 ＋ 6 
事4 ｛配述18e > 

;,a L ti ス
3.12~ + II + 32 

( 5 m・1

fl I＇庁 Ill ;;¥; 得l
237 。・・ 18 日 （’i"lti先制600m£)

間
アー ' γ． ューベ’・ ーバ2・ー

601 lγヘ。一(400l主人×5：新人｝

,'!;, トイ レ γ トペ ー パー
~65 

」ムイ
- 38 

（~＇／.紙ロール 4 n~1m, 

食
,, 

／ 

けれtfi,',',6 ~主人 リ） 掛 ~~
。 。

}JO 
．マ 一 す1 ／ 

〆｛[o
(450 g l 1百）

。＋ 3 

し t う ilil
~？3 。- 148 

(l品fへγ トボトル〈リ｝

食
サラダ illi

440 。+ 78 
（ポ1）・'f{.日if700g人リ｝

と ヲ ，）、
107 。 』~：， ｛らめん 1n ＋ 

干し
249 。 7 ( l t，マソク人リ｝

ー

l勾
，司有l:'b 31 + 56 (11’l企lbも100g) • 

Iii託 l企l
iio ~ 13 ・・ 13 

1・｜’l勾b& 100日｝

ll lJH 
227 + 13 + 72 

宣下 ( LサイズlOf同）
fa ........ 、>( 

152 一 70 時 20
（）~i！重品占 l kg) 

食 ｛工 il t、 し よ

U'.'i岳A占ikg) 
?.27 + 14 + 16 

キ べ－ 内二 “J 
蔀 ー: .. ・, U~itil品 l kg) 

+ 435 + 683 

人 ~ 官~1~ - 59 + 21 
U\'itil~~ 1 kgl 

除雪についてのご意見・ご要望は、

｜町内会長さんを通じて｜下記へ。

建設省黒部国道維持出張所

念日－1714

富山県入替土木事務所

~72- 1133 

朝日町役場内道路除雪本部

nBS-1100 

時間外はH82-l977

道

選

道

．園

4・町

4砂県

－
掛
川
煙
体
験
車
れ
を
凶
ん
で
怠
兄

い父
役

3
月
2
日

ω
午
前
9
昨
日
刊
分

か
ら
日
時
却
分
ま
で

・
ビ
デ

オ

t
映
「
と
な
リ
の
タ
バ
コ
』

・
議
出
靴
店
山
医
科
薬
科
大山下

加
須
川町
夫
先
生
「
惣
贈
の
幼
川
」

場
所

製
部
保
健
所
・一
階
会
議

室
｛
男
都
市
焼
切
新

3
4
3）

参
加
対
象

決
慨
を
よ
す
方

申
込
み
及
び
問
合
せ

2
川
幻

日
附
ま
で
黒
部
保
健
所
保
健

予
防
課
予
防
斑
（
宮
臼
H
1
2

2

4
）
ま
で

交通事故の無料相談
相談臼 月ー会 9:30～ 16:40 

①専門の相談員が親身になって相

談に応じます。

① 弁護士相談日 ：（無料）

毎月第2・書店4木曜日 13：叩～16＇.・00

・社団法人日本損害保険協会

まま（0764)32-2294

出

題

名

人

武

｛畠
正
樹

釘
｝

鳳
先
生
き
・

5
手
ま
で

一i
一
・
ヒ
ン
ト
・
九日
内
ダ
メ
ヅ
マ

リ

て一
宮
一
日
付
ロ
級、
2
分
以
内
で

し
一

有
段
者
。

指一回一を
す

段
一い

育一
昨

-

本
箱

朝
日
町
立
中
央
図
書
館

（官
邸
H
0
5
7
4）

新
し
い
本

二
般
書
）

券
あ
た
た
か
さ

久
W
一光
彦

、
｝
ん
な
の
は
じ
め
て

ぶ

以

伴

秀
山
大
川
ド
ラ
マ
ス
ト
ー
リ

ー

山
知

N
H
K
山
版
制

山
と
ス
キ
！
大
全
佐
伯
加
犬

山
時点
以
一は
る
ぜ
ん
什
殺
し
た
の
か

公
吹
い
化
人

エ
ル
ミ
タ
｜
ジ

ュ
美
術
館

A
・
コ
ス
テ
l
ウ
イ

y
チ

と
に
か
く
あ
て

L
な
く
て
ら

こ
の
ド
ア
を
あ
け
よ
う
よ

銀
色
f
H
A

ルー

小
品
武
則
他

新

・
く
ら
し
の
池
辺

消
防
庁
監
修

山押
判
明
押

マ
ン
ガ

対
策（小

説
）

蒜
嘗
ね
（
A
t
5
を）

宮
城
谷
凶
円
光

宮
本
武
威
｛
会

4
巻）

古
川
英
治

以
悩
瓦
忠彦

川晴
嵐
大
．

山
岡
太

一

山
間
風
太
郎

篠
旧
相円
ハ
由
美

て
4

司’
・

u
n
q

鉄
鼠
の
舵

品
川
吉
＠

恋
の
姿
勢
で

風
来
忍
法
帖

訪
問
革
の
城

組問の～
砂川
安

A
，
色
彩

初
年
目
の
兵
実
川
柳
小
路
怜

待
て
ば
小
川
路
の
殺
し
み
り

太
酎
耐
一一一

ポ
ケ
ッ
ト
ベ
ル
に
死
の
チ
告

h
H
ム才
J
命
U
1
ホナ
y

uuI
f
、J。
亦

阿
付
京
太
郎

幻
の
お本

の
紹
介

『秀
吉
と
女
人
た
ち
』

中

島

道

子

中
島
道
子

い
つ
ま
で
も
制
の
上
が
ら
ぬ

女

・
北
政
所
、

一
孫
手
ご
わ
か

っ
た山崎
争点
、
顔
J
U
名
も
忘
れ
て

し
ま
っ
た
側
次
た
ち
、
そ
し
て

今
も
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い

久
・：
。
州M
阿川
秀
上
円
の
佐
川
慌
に
光

と
影
を
お
と
し
た
務
躍
な
る
友

人
群
像
を
描
く
。

直豆週． 
10す ヒ
分 。ン

で ト
3 出

回 得 手題
豆 6 fl) ... 

4キ バト ／L

穴て’ h段
初 つ

七持段 n北
八駒 。 ：ト村

角 よ昌
九角 で 男

2 

ミF
~t- ミ与 宇le.t当・.

と さ存

ざ！？

3 4 5 6 

・臨聾
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健康ィンフがーシヨシ

愛
の
献
血

ニ
協
力

あ
リ
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

協
力
行
計

（山
川
実
胞
分
、

公
印
は
棚
J

刷
、
※
印
は
成
分
、

そ
の
他
は
捌
叫
献
血
将
）

境
地
区
A
H
b

小
川
倣
木
、

占H
市小向

義
川
、

A
M

水
品
川
成
、
氷
川
鉱
山

市
ιJ

宮
崎
地
区
食
中小向川崎
刈人

笹
川
地
区

寺
附
あ
ゆ
み

泊

地
区
食
館
光
行
、
A
H
大
山
八
日
瑞
伎
、

合
大
谷
川
出
「
、
会
長
谷
川
達
也
、

会
｜
沢
純
、
会
問
中
み
か

f
、

※
ホ
好
治
－一
、
※
怯
版
年
子、

山
本
い
川
ハ
也
、
刷
い
み
、
山
川
勝

山
刷
、
川
州
純
公
、
以
点
制

f
、

ト円
山
ル
リ

f
、
柳
川
悠
L
U
刺刷
、

必
川
川
島
r
f・
大
久
保
必
災
f
、

⑮⑧⑥⑨⑦⑧⑧⑧ 
ヂ
附
久
美
f
、
大
内
u
R
u

長一辻、

九
同
久
出
力
、
間
都
知
子
、
与
崎

礼

五
箇
庄
地
区
会
佐
一
雌
俊
成
、

A
M

似
住
ぺ
成
、

A
H

ル
小
H
が
俗、

食
品
引
沢
消
、

会
滝
本
明
芳
、

ムH

山
小
山
交
ト
パ
．

A
H

浜
宏
仏
．
※
H
K

能倣犬、合弁似品子、追分

知H絵、思山川あゆみ南保地

区合大ね秀．郎、AM以必悦

太郎、川洲下作、勝似川沿

LJ山崎地区合前州場作祁虫、

※”小川町山．、川崎¢代、交

2月の脅種相談。時間 ロ会場 〈キII，！炎は1！民事中〉

5日 裁判所出張調停相談

（月） 。9:30～16:00 ロ悩祉センタ ー

6日 心配ごと相談

（火） 。13:00-16: 00 ロf/,¥f止センター

－ー
13日 心配ごと相談 ・家庭児童相談

（火） 013:00～16:00 ロ悩十JI：センター

14日 社会保険出張相談

（水） 010:00～15:00 ロ役助会i謀本

19日 裁 判 所 出 張 調 停 相 談

（月） 。9:30～16:00 ロ f/il~Jl：センター

20日
心配ごと相談・行政相談

税務相談 ・人権相談
（火）

013:00～16:00 ロ悩祉セ ンター

心配ごと相談

27日 。13 : 00～ 16 : 00 ロ ~1H1tセンター

（火） 交通事故相談所巡回相談

csno : oo～ 15 : 00 ロ ~H;'fl; dirlkM：センター

28日 社会保険出張相談

（水） o io:oo-15:00 ロ役場合成本

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

同
年
か
ら
A
L
同
の
死
亡
川
町
川
の

第
．
机
を
が
ん
が
山
め
て
お
り
、

中
で
ら
特
に
訟
日
さ
札
る
の
が

働
き
盛
り
の
人
た
ち
の
が
ん
に

よ
る
死
亡
で
す
。
こ
れ
は
、
家

族
だ
け
で
な
く
社
会
の
大
き
な

掛
失
で
も
あ
り
ま
す
。

， 
:r.; 
EヨL

本2

2珠2
婦実み

『溜り初め式』

新しい橋の竣工のと

きに行われる三代の渡

り初め式である。

（昭和28i:l=3月、笹j二

か室橋）

‘’ 

受
け
て
安
心
が
ん
検
診

近
年
は
治
僚
の
進
少
に
よ
リ

が
ん
ら
爪
せ
る
州
れ
に
な
リ
つ

つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

川
と
い
っ
て
も
い
州
先
見
、
小

川
治
僚
が
し
八
切
。
が
ん
の
先
州

ト：
b
与す
月
立
、
λ
J

～J1
戸

d
L

4
9
ヲ
屯

u
”H

HF

’h

’a
M
「

A
H吋
J
J

．
弓
サ

が
ん
は
叩
必
代
、
川
川
が
ん

－
L
人

L

’e
’
し
＋
」
F
n
u
k凪い
‘、
、
・j
，、
J

＋」伊

山
明
カ
ベ
I
4
d
h
f

川
カ
／
｛

述
英
字
、
川
端
恒
紀
代
、
野
口

栄
久

犬
家
庄
地
区
会
総
介
氏
ト

－札口
、
A
H

小
川
み
は
る
、

A
M

古
川

町昨日、

A
H

波
辺
剛
、

A
H

花
井
附
点
、

ト八恥
N
M制
、
川
川
水
附
、
沢
ル
k
u

美
子
、
大
サ
一
刊
陽
子
（
以
上
訪
れ
）

O
ご
寄
付
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

V
凶
際
ソ
ロ
フ
チ
ミ
ス
ト
山
山

取
さ
ん
か
ら
凶
品
川
間
人
的
と

し
て
．． 

，U
H
川

今
月
の
納
期

胃

が

ん

検

診

町
で
は
、
今
年
度
品
後
の
川川

が
ん
集
同
検
み
を
（
泉
純
し
ま
す
。

期
日

3
川
6
H
刷

場
所

朝
日
町
保
飽
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間

午
出

8
時
却
分
か

ら
午
前
9
時
却
分
ま
で

料
金

5
0
0
川
（
た
だ
し
、

平
成
7
年
・
役
中
に
崎
、
却
、

ω必
に
な
る
入
、
河
島
凧
以
上

の
人
は
無
料
で
す
）

申
込
み

2
川

m
u
wま
で
に

保
健
セ
ン
タ
ー
へ

｛
合
問

1
3
3
0
9）

が
ん
凶
恨
み
と
い
う
と
「
刷
倒

く
さ
い
』
「
時
間
が
な
い
」
「
怖
い
」

「
都
合
が
必
く
な
っ
た
ら
い
く
」

な
ど
と
い
わ
れ
る
方
が
結
構
多

い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
町
利

却織代ごろから噌えるとい

われています。ょのため、

女性は羽成、男性は刊忠ほか

らをがん年齢として検診の

呼びかけをしています。

また、がんは心臓病や脳

卒中と同じく、ふだんの生

活習慣に深くかかわってい

るといわれており、バラン

スのとれた食がを似るとと

らに、柄、タバコは賄えま

tレ砂AT「，。

がん午齢になったら、年

に．Mは険診を受けましょ
27． 

ーJi づ長 名 JI 日
ノ二¢包ζ 場

（対銀行持） 受付時間
機能訓練 2 JI 20川火）

保健センター
(Jlj石i'"－’l’後.1rw:l";) 。13:00～13:30

心の健康相談
2 J J 5 I 1・19H 

L、ずtLら（Ill 然部保健所
けもします。（合52-1224) 。13：・00～14:00'•"‘ 証Ii公「1・~人のfl la勇む受けます．

子育て教室
2 JI 21 11 （ね[tt:後 l～2川 赤ちゃん） 。13:30～13:40

保健センタ ー
とれかあさん ※ 

3か月児健診 ・脱臼検診 2 112711（刈 あさひ奇~｛＇；－~ムiド友

(7fドlI JI 'I：：まil※｝ 013:00～13:30 護形外科

4・5か月 児 健診 2 J I 20 II !:k> 
保健センター

(7（ド9JI 'I：まil※） 。9:30～io:oo

1歳児健診 2 11 6 II （必 保健センター
(6年1211、7{1'-JJ i’t.まれ※） 。13:01ト 13:30

3歳 児健お 2 J 11511（村
保健センター

(4＇ド10、ll fl什fまtt※｝ 。13:00～13:30

育 児相 談 2JJ2111（水｝
保健センター

（キ11.l炎.(i)匂＇U''i※） 09:30～l 1 :30 

三種混合予防接種l『削 6句IIJI -N・SJJ 'I: 2 JI 2 11 （剣
i栄剣1センター

l見JI迫』11 IJ¥IJの3111111終 fi五 。13:15～14:30 
I fドーlf）＇.‘ドの人 議

[Im 7'•11 -;<!'911 2 111311 （刈I 111.i!i 1111 I JYIの3lol LI終 (fを
013: 15～14:30 

i采i~センター

I II'・-I ri:-・f¥？＞人被

2 Jl 8 11（村
主人悩祉センター

歯科相 桜 013:30～15:00 

｛キ11..炎{j；匂＇！. (j) 2 J J 141 1仰 基幹集必センタ ー。13:30～is:oo

※母子手帳持参

~健康体緑教室及び健康相t長｛いずれむ希望者）｛草、毎週金曜日午前 9時30介から保健
セン？ーで、老人福祉センターでの笠康相ミ創立毎週火曜日午後 1時305ーから、 2月
21臼（氷犠臼HH！特集必センターでb行っていますa

・栄司書相絞11M2金峨日午前9.寺30分から保管セン5'ーで行っています

’写S速で見る胡臼町のう

つりかわりJより

~通事故発生状況調
12月末現在 （ ）内は前年同月比

人身事政
物i員事政

件；~ 死者 傷者

入選.察署 221 4 233 498 
管内 (213) ( 6) (229) (481) 

朝日町
66 71 177 

( 74) ( 3) ( Bl) (166) 

休日救急診療当番医 務鵠～午後間
2月4日（日） 松倉医院 ft82-0051 

一2月11日（日） 丸川病院 合 83-3391

2月12日目） 伊東医院 合 83-0504

2月18日（日 坂東病院 合 83-2299
トーーーーーー

2月25日（日） 高桜医院 合 82-0010
ー

ガソリンスタンド休日当番店
2月4日目） 大谷石油 ft82-0703 

2月11日日） 浜岡商店 fi82-0578 

2月12日伺） 全店営業

2月18日日） 中央農協 fi83-1135 

2月25日臼） 朝日石油 宮 82-0661

詰
碁
と
話
将
棋
の
解
答

〈践将繊正解＞ 4 ；角.~； J ！炉. i.：戸I.
3 ・1；、 4 -f’11£. 同Ii.. 2 ・屯． 1.:1 
念、 4；令まで9Nf.め．

〈解脱＞M筋肉令Hちを(1'るMf.の4
0.:.111. 4 : 1•1 iこ3・I¥なら、 2・l'JJ,'X.
で，，，，みます． 大船•JH！＜を情牲にして．

令Hちの.！，＇，みとむる~）， ，曹5です. 3下

I lの2'.l'J 合、lI叫f’lでb同じ配，米に．
er:時凶は15ベージ｝

包置園第 2・努4之B盛田l芯外来体診（l式行）です。
急患tel:夜倒・体白を問わす、24時間いつでも受付します。ft83-1160あさひ総合病院

日嶋田 ・祝日 診療時間／午前フ時～午後11時
黒鶴市消防署居間側 ft54-0731

〈結毒事正解〉！日l‘ 3と広If.円4に

(,!!.15が冷伶．

ま参療日
所在士惚新川地区休日夜間急患医療センター

... 



あなたの回りの身近な話題を待っています（ft83－竹00内線212）ヘ。

問
一一
浦
町
の
絹
川
み
よ
さ
ん
の
尚

行
政
を
お
祝
い
し
て
．
川
・九
日、

魚

津
町
長
ら
が
稲
射
さ
ん
宅
を
訪
れ
、

祝
い
状
や
七
福
神
の
置
き
物
を
贈
り

ま
し
た
。

新年の抱負を語り合う
一一 新年賀詞交歓会 一一

多
く
の
川
以
の
－M
と
新
作
を
悦
お

う
と
新
年
資
制
交
歓
会
が

↑
月
間
日
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
「
ア
ゼ
リ
ア
」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ζ

め
加
以
制
ぃ
父
散
人
ぶ
に
は
似
長
、

川

内
会
長
さ
ん
を
は
じ
め
約
十円
四
十
人

の
皆
さ
ん
が
川
席
。
魚
片
町
長
は
「
今

年
は
第
－
一
次
判

U
町
総
合
体
川
州
が
ス

タ
ー
ト
す
る
作
。
今
後
J
U
切
か
な
れ

然
と
文
化
、
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
J
め

さ
ひ
。
の
実
現
に
山
け
努
力
し
て
い

き
た
い
。
町
民
の
比
h
M仰
の
一

M
の
ご

ト
メ
援
と
ご
協
力
を
お
胤
い
し
ま
す
」

と
新
年
の
あ
い
さ
つ
を
、
必
べ
ま
し
た
。

出
席
し
た
皆
さ
ん
は
、
今
作
r
r
年

の
抱
負
を
川
り
八
い
い
な
が
ら
、
お
以

い
に
交
流
を
涼
め
ま
し
た
。

航
海
の
安
全
を
祈
願

ー
久
漁
安
全
祈
願
祭
｜

漁
業
を
取
り
巻
く
情
勢
が
厳
し
く

な
る
な
か
、
今
年
も

一
川
・
一1
・一
円
、

符
崎
の
鹿
鳴
神
社
で
朝
U
町
大
漁
安

全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

－乃
斤
副
長
こ
ま
克
、
山
崎
心
、

、d
hl
M
m
f
l
I
I

’as
d
・4

泊
、
み
川
の
作
漁
協
や
漁
業
凶
係
お

な
ど
約
四
十
人
が
山
席
。
昨
年
水
に

は
悲
し
い
出
来
事
も
あ
り
、

川
席
し

た
背
さ
ん
は
、
お
は
ら
い
を
受
け
た

あ
と
熱
い
思
い
で
七
ぐ
し
を
さ
さ
げ
、

今
年

一
年
の
盟
漁
と
航
海
の
安
全
を

祈
り
ま
し
た
。

とれか56お元気て
一一一稿垣みよぎん満邑歳に一一

明
治

一l
九
年
生
ま
れ
の
稲
山
さ

ん
は
、
耳
が
少
し
遠
い
ほ
か
は
い
た

っ
て
健
康
。
「
天
気
の
良
い

H
に
は

散
歩
を
す
る
の
が
山
本
し
み
で
す
」
と
、

制
行
政
を
迎
え
た
と
は
思
え
な
い
ほ

ど
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
で
長
生
き
し

て
く
だ
さ
い
ね
。
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千t:

械

出

北
陸
向
動
車
道
の
朝
H
｜
上
越
聞

の
凶
車
線
化
に
向
け
、
平
成
六
年
卜

一一
月
か
ら
半
前
中
を
進
め
て
い
た
泊
ト

ン
ネ
ル
の
貫
通
式
が
．
月
二
ト
ペ
円
、

横
尾
地
内
の
阿
ト
ン
ネ
ル
内
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

川八
川
一
式
に
は
魚
沖
町
長
を
は
じ
め

［ぃ
中
関
係
符
約

μ人
が
山
席
。
制
削

機
が
以
後
の
山
引
を
仲
い
て
ト
ン
ネ
ル

が
は
辿
、
一
必
り
初
め
や
く
す
五
を
訓

り
悦
い
ま
し
た
。

川
市
中
綿
化
に
向
け
貫
通
紘

一
け
と

な

っ
た
泊
ト
ン
ネ
ル
は
、
延
長
七

U

A
十
〆
灯
、
－
ム
事
官
十
八
億
州
千
万
。

今
後
は
今
年
じ
け
の
完
成
を
円
指
し

ま
す
。

昨
年
九
灯
に
は
境
ト
ン
ネ
ル
の
工

事
も
始
ま
リ
、
全
区
間
四
ぃ車
線
化
の

実
現
に
向
け
、

－
H
ら
Hl

い
完
成
が

日
た
れ
ま
す
。
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/:Tl j三

で言

美

耳む
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作（6'1)
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白
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ごめ0
mくを
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武

ヨト

i~H 

角

谷

J反

谷

越

大

の
と
自
慢
が
郵
ぞ
る
い

ー
車
な
ベ
カ
ラ
オ
ケ
挑
戦
会
｜

コ＝、ユ

ニ

一
一川
ぺ
H
－
止
午
か
ら
、

テ
ィ
ホ
l
ル
「
ア
ゼ
リ
ア
」
で
新
森

夜
な
べ
カ
ラ
オ
ケ
の
集
い
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

－
－
－
卜
時
間
連
続
カ
ラ
オ
ケ
に
挑
戦

と
．
題
し
た
こ
の
集
い
に
は
、
明
日

カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
の
皆
さ
ん
を
は
じ

め
、
富
山
市
、
高
岡
市
な
ど
か
ら
約

行
十
人
の
の
ど
白
地
が
参
加
。
抑止

n

の
午
後
六
時
ま
で
山
山
十
山
を
熱
川
、

伎
を
徹
し
、
と
ニ
と
ん
カ
ラ
オ
ケ
を

楽
し
ん
だ
様
子
で
し
た
。

-

寒
さ
な
ん
か
吹
き
飛
ば
せ
グ

｜
｜

剣
道
稽
古
は
じ
め

一
月
十
四
日
、
明
日
町
剣
道
協
会

の
皆
さ
ん
ら
に
よ
る
稽
古
は
じ
め
が
、

さ
み
さ
と
小
…
下
校
体
脊
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
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上
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石

r, 

届け出はお＃めに

午
前
九
時
か
ら
始
ま

っ

た
初
梢
ト
刊
に
は
小
川
γ
生
を

公
む
約
刊
卜
人
の
剣
ト
いが

参
加
。
ん
や
内
と
は
い
え
謝

る
よ
う
な
束
、
さ
を
も
の
と

も
せ
ず
、
見
ま
し
い
掛
け

戸
と
と
も
に
竹
刀
を
振
り

ま
し
た
。

こ
の

nは
子
供

た
ち
と
両
親
と
の
白
熱
し

た
交
歓
試
合
も
行
わ
れ
る

な
ど
二
時
間
近
く
に
わ
た

っ
て
、
管
さ
ん
は
す
が
す

が
し
い
し
け
を
流
し
て
い
ま

し
た
。

ま
た
、

14日以内

7日以内

出生届

死亡届

... 
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朝日町出身東京在住）大 平山法（1916年一

附
和
．． 

卜
年
の
敗
戦
は
、
日
・
4
の
胤
州
民
の
大

き
な
転
換
山
…
と
な

っ
た
。
こ
の
時
代
の
大
き
な

う
ね
り
と
と
も
に
、
者一U
に
お
い
て
む
さ
ま
ざ
ま

な
忠
湖
と
作
品
が
性
み
山
さ
れ
て
い

っ
た。

附
向
刊
で
十・

一年
、
市
山
で
よ
の
近
代
持
文
仰

の
指
持
者
の

一
人
全
λ
J
鵬
日
中
と
の
出
会
い
は
、

文
険
的
訓
利
体
に
、
ら
う
．
つ
m
M
心
が
い
か
な

い
で
い
た
・六
千
山
治
に
と

っ
て
、
け
か
ら
鱗
が

落
ち
る
で
き
ご
と
で
あ

っ
た
。

氏
ち
に
入
門
。

こ
の
川
会
い
は
、
そ
の
後
学
生
を
決
定
づ
け
、

さ
ら
に
、
出
然
出
貌
じハ
朝
の
ト
U

品
肌
（
と
の
新
た
な
溜

．－Aa 逗
は
、
大
き
な
契
機
と
な

っ
た
と
い
う
。

近
代
滝
川
文
乃
は
、
ぷ
侃
HUX
ア
の
中
で
ら
H
M
も

m純
に
し
て
繊
制
な
美
し
さ
を
持
つ
ひ
ら
が
な

と
、
部
下
の
あ
の
メ
カ
ニ

ッ
ク
な
形
体
を
組
み

A
H
わ
せ
る
こ
と
は
制
作
す
る
う
え
で
大
変
雌
し

い
が
、
だ
れ
に
で
も
抗
め
る
こ
と
が
剖
代
に
叉

け
入
れ
ら
れ
る
安
因
と
い
え
る
。

ふ
る
さ
と
の
山
々
へ
の
深
い
忽
い
を
胸
に
絡

め
詩
的
感
動
を
訂
作
に
こ
め
た
作
品
は
、
制
紳

の
主
体
性
が
感
じ
ら
れ
私
た
ち
を
魅
了
す
る
。

〈釈
文
v

nハ
背
な
大
京
に
料
〈
白
銀
の

朝
日
係
は
私
の
故
郷

神
秘
的
な
美
に
溢
れ
る

現
代
郷
土
作
家
展

ー
ふ
る
さ
と
か
ら
新
し
い
書
の
創
造

l

2
月
市
日
樹
1
4
月
ア
自
由

一
般

4
0
0円

小
中
高
1
0
0円

4
5
U
ω
 

V
今
月
号
の
取
材
の
た
め
、
成
人
式

に
お
じ
や
ま
し
ま
し
た
。
時
折
雨
が

降
る
常
収
掠
と
な
り
ま
し
た
が
、
会

場
内
に

．
歩
人
る
と
そ
こ
は
刷
附
持
。

色
あ
ざ
や
か
な
振
り
そ
で
姿
や
真
新

し
い
ス

l
ツ
に
身
を
包
ん
だ
祈
成
人

の
は
じ
け
る
よ
う
な
若
さ
で
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。
「
結
婚
式
と
成
人
式
は

火
性
が
主
役
」
と
今
川
け
の
ぷ
紙
を

比
れ
ば
お
わ
か
り
の
よ
う
に
、
カ
メ

ラ
を
向
け
る
先
も
女
性
中
心
と
な
り

ま
し
た
V
し
か
し
、
こ
の
崎
市
や
い
だ

拡
川
気
と
は
災
胞
に

k
t制
ト人
生
の

中
に
は
「
ま
だ
就
職
が
決
ま
っ
て
い

な
い
」
「
U
タ
ー
ン
し
た
い
け
ど
県

内
企
業
の
ボ
入
が
少
な
い
」
と
い
っ

た
戸
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。
超
氷

川
則
と
・
守口
わ
れ
る
ほ
ど
の
就
職
慨
。

a

”
も
い
い
討
ハ
バ
の
川
円
山
慨
を
断
わ
ず

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
V
と
は
い
え
、

「
こ
れ
か
ら
も
就
戦
出
動
を
続
け
ま

す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
た
彼
火

た
ち
。
こ
れ
が
現
代
の
作
物
者
（
？
）
な

の
か
と
感
心
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

制
い
た
笑
顔
が
必
ず
’
U
分
た
や
り
の
辺

を
切
り
開
い
て
い
く
は
ず
、
と
隙
併

し
ま
し
た
。

＠ .. ｛手前月比HS. I. I波山住帯数 5.203(+5) 計 17.365（ーlI) 7) 4）女 9.231（ー〔町の人ロ〕男 8.134（ー


